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豌

兄

せ

消
ち

符
一

う
に

つ

い

て

　

　

　

　
　

　

　

ー

訓

玄

資
料

，

を

主
と

−

て

ー

　

　

　
一
、

は

じ

め

に

文

字
の

書
き

誤
う
を

訂
正

す
る
、

万

法
は
、

繁
記

義
と

被
写
面
と

の

麦
化

に

梓
ワ

て．

種
尺

の

蓊
を

珍
皐
た
．

古、

代
の

竹

崩
ヤ

爾
に

毛

鼕
を
文

序
を

省
く

際
に

は
、

「

刀

筆
ピ

・

語

ぞ
ウ

わ

窺

秒
れ

ゐ

よ

ウ
K
，

妻
ぎ
損
じ
偽

訂
正

や

再
生
に

鳳

刀

チ
を

以

て

扱

面
を

削
ー

秀
労
法

が

行

鴛
て

い

た
．

紙
が

発
明
さ

κ
て
、

被

写
面

が

紙
乞

主
と

す
る
よ

）
に

皮
・

て
が

う

に．

毛

筆
・

斈
ア

Σ

訂

正

す

勇
に

種

属
工

大
が

な

さ

れ

て
・

た

が
、

孳
記
碁
グ

近

掴

的

な
．

ヘ

ン

ヤ
万

辜
と

ま
と

す
る
よ

ラ
K

変
ー，

づ

冫

ク

を

用

“

ろ
」

）
に

な
う

と
、

イ
ン

7
消．、

孝
さ
れ

近

崎
は

ボ

ん

．
・

ン

・

文

字
を

も

消
す

…
出

来
る

噺

志
疹
正

痕

巻
易
し

て

承
た
．

ぐ

の

為
尽
、

右

ぺ
が

曽
て

毛

筆
の

斈
ブ

き

訂
正

す
る

 

に

哲
え

出

ー

た

諸

糴
の

符
テ
志、

近

代
人
に

は

も

1ー
ヤ

殆
ど

受

要

ゲ

な
く

な

ー、

忘
れ

秀
う
れ
」

ー
と

ー、
て
い

る
。

　
そ
、・

で
、

ま
駒
は
，

毛

孝
が

主
な

埣
↑

託
用〜
具
で

ゐ
ラ、

、
・

れ

で

ゆ

沐

芳

規

紙

本
に

文

字
を

宅
・

た

崎
代
κ

お
い

て
，

考
さ

誤
ー
の

又
岸

プ

蘯
ど

の

よ
・

農
ー

マ

訂
正
ー

た

ヴ

と

い

う
．

兼
訖
よ

の

閻
題
を

取
上

ゲ

る

・

と

に

す
る．

毛

孝
の

又

亨
を

訂
正

す

う

に

は．

種
沒

・

＃

方

が

あ
・

た
．

九
す、

訂
立

す
べ

き

文

字
を
全
ー

見
え

〜
ー

て

ー

ま

う

す

式
と

ー

て
、

胡
粉
で

旬

く

簗
抹
−

た

ー
．

屡
で

聖…
・

と

塗

−

ー

つ

ふ

し

た

う
．

或
い

ば

擦
フ

消
ビ

た

ー
寸
ろ．

東
ド

は
．

亠

孝
画

の

　

却
に

加
孝
ー

た

ー、

重
ね

才

有
ー

た

ー

す
ろ

場
合

も

あ

る。

更

F

は
、

脱

す
を

行

翠
に
、

舖
λ

ー

た

ー，

藷

噸

ユ
刷

孤
を

堵
寺

誤

・

た

ち
・

骸
捌

持
を

施
−

て

位

置
を

正
ー

た

ー
す
る
こ

と

む

あ

る
．

　
、

・

八
ド

対
ー

て
，

計
正
−

た

考
と

訂
正

前
功

元
つ

字
リ
ヒ

の

両

方
が

読
諱

れ
、

し

グ

う

丈

肱
上

は

そ

の

一

才
だ

け
が

生

さ

る
、
、

と

Σ

表
示

ず
ろ

符
イ
き

施

ア
す
式
が

あ

る．

こ

の

才

式
を
．

見
｛

消
ち
・

と

好
ん

で

い

ろ
．

っ

児
ゼ

ケ

テ
・

と

・

う

裙
そ

・

t
・

は

後

導
−

ー

ド
、

耽
・

餅
診
吋
べ
・

文

献
・

便
や
琳

マ

9

る．

　

晃
《

硝
ち

を

ホ

す

符

テ
の

便
u

す

吃
了
ド

叔
、

訂
正

廴
き

字

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
虐
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句
ド

こ

の

符
す
・

施
−

て

ま
字
勿
を

林

萌
す
る
、・

・

を

示

ず
偽

み

で
，

噺
−

曇
句
・

傍

畜

な

蕩
拿
あ

る
．

、
・

島
合

、

文

腿
上

は、

抹
消
ー

た

字
句

輩
匸

t
の

・

ー

て

そ

れ

き

飛
グ

赳

え

て

読
む

二
で

斈
7
通
す
る

L
の

は
、

．

児
せ

蓼
L

・

同

じ

働
さ
と

見
ー

れ
ろ
．

・

わ

ぼ
，

傍
考

厳
零
・

訂
正

字
旬
が

疹

す
る
と

児
う

胚
る

わ

げ
で

あ

る．

ゆ

渦
で

は、

乎
宴
時
代
・

鎌

金
罠

罰
点

資
籵

圭
姿
料
と

し

マ
、

見
せ

消
ち

の

持
・

ケ、
か

ど

の

よ

う

に

用
い

つ
4ー
マ

い

る
が
、

セ
・

裳

態
Σ

迷

丁
ー
・

す
る
．

た

だ
，

訓
点

賓

有

翆
τ

て

い

る

閘
に

気
ゲ
・

て

培
笥
あ

た

例
御
・

港．
つ

其

み
τ

あ
ろ

グ

う，

遺
滴
も

ソ
く

は

な

い

と

思
う，

材

俵
・

葡
訂
と

瑚
ー

た

い

藻
匁
訓

読
猪

・

祈

先
に

と

そ、

見
ゼ

消
3
・

掎
ヴ
り
、
・

る

訓
烹

・

も
直

楼
ド

は

杼
与

7
い

票
な

る

訂
正
・

符
ケ
ε

取
山

ゲ

る

・

と

鳳、

言
諮

祈

究
の

内．
穴
と

は

 

ー
が

な
い

暑
用
の

亨
の

よ・
ー

F

児
与

れ

る

グ、

渓
文
訓
読
F

お

ヴ

ろ

正

確
看

読
解ヨ

の

た

弟

F

ば、

こ

の

』

ー
な

符

ラ
の

俣
い

才
も

獲

解
閥
て

お

く

必

要
が

あ

る
．

例

え

欺
、

它

昏
誉
亦

人

永
艀

年
（

三
乙
萬
秦
に

用
・

弓

れ

て
い

る
、

．

り
」

・

涛
ラ
は
、

ヲ

・

ー

葱

鴫

夙
診
・

も

施
さ

れ
て
あ

ー，

そ

晒

ヲ

プ

・
・

葱
ヤ

依
彩

き

林
消
す
る
・

と

を

示
t
て

い

る
。
・
・

の

働
气・

を

狸
解
し

得
な

げ
琳

ゆ
．

加

蔦
秀
ら

者
呼

図
と

ロ

異
な

・

た

詞
読
文

が

痒
ち

れ
7
ー

ま

）
・

・

と

六

な

ろ
の

で

あ

ろ
。

く

め

．

］
し

の

符
号

は
，

角
孝
・

よ

る

凹

み

で

も

施

5
＾

て
い

ゐ

・

で
、

そ

弓

凹

み

を

見
塾
ー

た

ー
、

韋
・

凹

み

が

字
・

て
い

 

・

窶
ヰ
・

於
・

た

り
t
た

場
合

ぱ
、

尚

更
に

重
穴
な

誤
ー
を

犯
す

擢
呪

グ
あ

ろ。

又 、

見
ゼ

消
亨
の

符
号
で
一

度
ば

消
去

ー

た

も
切

め
，

藷

丹
グ
、
、

れ
き

ま

ガ

す

才

式
も

行
れ

れ
で
u

る

が、

・
・

蘇

を

理

解
し

得
な

か

，

た

あ

F ．

勿

萬

髫
の

葱
図
垣
ー
仁

創

読
文
を

夜
元

亨
る
・

と

グ

広

来
な

べ

捌
「

も

養
う
づ
ろ
の

で

ゐ

ろ
。

児
ゼ

硝
ち

は、

当

奥

…
な

ガ

ら
，

孳
禍

本
ヤ

オ
恒

峰

強

美
献

夢
ー

行
わ

れ
・

・

る
．

従
．

て
・

；

茸
去
階
ザ

好

資
針
ヒ

な

る．

逆
に．

字
経
生
の

孑
採

か”
ろ
」，
）

な
、

謹

辱
考

写

慫
反
で

藩
か

ハ

な

久

秋
に

鳳
，

比

較
的
κ

ノ
い

こ

ヒ

は

言、
っ

ま

で

七

な
い

　

児
｛

硝
ち

Σ

閥

還
・

ー

た

ら

ほ
、

略

和
五

す

玖

与
九

月
刋
行
・

．

国

語

学
人

燹
L

に

同
疹
・

硬
目
で

斛
説
き

加
え

ろ
・

と
に

な

・

た

・

グ

架
機
で

論

ろ
．

そ
・

で

ば．

紙

燭

動
殉
も
あ

・

て
、

葱
を

尽

ー

a
浜
も

タ
ガ
・

た
．

小

稿

淫．
そ
の

資
耐

算
岼

的
な

例
を

　
希

し、

又
、

新
た

な

別
Σ

も

補
ぎ
，

史
ド

は
、

そ
の

後
に

方
之
久

こ

と

に

よ

る

補
円

訂
去

も
扣
え

ろ
、、
と

ド

乙
た

次

葬
で

あ

ろ
．
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二 、

見
せ

消
ち

符
孑
の

罐
女

衵

見
セ

消
ち

埼
孑
は、

そ
 

形

態
か

ら

見
う

と、

ω
、

線
丁

や

点
ヤ

鈞
な

ど
の

記

考
F

α

う

も
の

ど
、

く

も
の

と

グ
あ
る．

ω
、

線
や

焦
や

鈎
な

ど
の

記・
づ
ド

よ

ゐ

も
の

　

ぐ

れ
F

ぼ
、

　

D
．

σ∂
、

を

消
去

す
べ

考・
々
ブ

F

傍

考
で−
る

も
の

、
　
 
、

字
F

施
す
も
め
、

ω
，

単
焦
．
・

し

を

消
去

す
べ

き

字
匹

堵
す
る

も
の

を

消
去

す−
、

へ

き
宀

ナ
に

痔

害
す
る

も
の
、

ω、

鉤

べ

き

守
に

傍

書
す
う

も
の，

ω
、

鉤
。

右

屑
に

施

す−
｛

の

、

砌、

そ

の

他 、
が

あ

る、

つ

“

て

例
示
す
る

，

　
ω、

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
．
代

人

さ
く

分
げ

て
、

国
、

文

官
ド

基

　
　
　
　
　
　

0
の

線
で

雲
す
べ

き

字
句
き

囲
う

も
の
、

い

丸
．

o
し

を

消
去

す
べ

き

客
あ

中
F

宅
く

も
の
、

ω．

圏
魚

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

斜

飜
を

消
去

す
ぺ

气・

　
　
　
　
　
　

　

縦

綜
と

消
云

す
べ

そ

字
・

遊

ず
も
の
．

の ．

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　、

ω、
「
・
・

」

「
ミ

し

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

。

」

L

き

消
幺

す

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

ー
」

を

消
云

す
ぐ

有
・

々

ナ

の

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

以

下
．

そ
承

そ
れ
κ

0
の

線
で

消
去

可
べ

き
字
つ
を

理
フ

も

の

黒
囲
屡

吻
硯
晶
漢

圜
圃

夢
吻

現

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

東
ぺ

寺
課
誦

ズ油
絢
夸

行
）

霧
善
業
物
振
美

麗
褐

亂
酬
刷

向

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
り

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

東
人

守
颯
彑

調
丈
ぜ
仰

鱒

行
）

薄
爨
薪
鴛

雛
縫

鱒
黐

錣
衝
）

ソ
診
田

人
牲

働
人
王

参
三

ダ
東
官

聖

面
王

入

食
ス

賜

　
　
　
　

　

　

屶

尺

丁

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
（

炉

恩
院

淡
上

宮
聖

僊
法
王

毳
）

　
　
、

あ

例
は
、

−

＝

・

〜
と

・
う

見
て

消
ち

符
号
と

併
用

乏
G

る
。

ω
、

か

丸

．

o
・

を

消
云

す
べ

き

字
の

中
ド

垂
ヲ

く

も
の

穫
足

蘆
磯
湾

，

方
−

卑
而

禰
．

甲
犇
（

．
激」

多
撃
象

　
　
　

・

妄
8
・
あ

ー。
、

数
L

の

右

轡
．

螫
．

ク
」

多
訓
蔦
に

ネ

筆
）

　
　
　
　

　

　

　
（

知

恩
膨

馨・
二

壑
蓬

簒
季

篳
零
舛
行
）

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　
シ
　
え

有
鉢
露
薙
國「

タ
金
銀
 

金
−

色
如

太
（

【
友」
つ

字
画
中
に

京
の

　
　
　
船

丸
「
O

」

あ

，。
．

癶」
の

后

痔
の
「
犬」
及

ガ

訓
汐

州

は
旺

不

筆
）

　
　
　
　

　

　

　
（

興

聖
穉
守

餐
西

蕨
記

奪
二

平
饗

廟一
杢
〃

行
）

　
ム

ロ

　

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

れ
　
　
　
　
　
　

　

き

自
言、

寅
勝

葬
」

我
孑

見
臼
心

（

「
目

 
字
画

亨
ド

ネ

募
丸

　
　
　

「

o
」

あ

り，

「

匐
」

ら

方

傍
の

．
白

」

及

，

訓
点
は

塞

茅
）

　
　
　
　

　

　

　
（

綾
夸
萩
金

罷
疹

誰
庫
匹

塑
魔
俵

磨
炉

集
じ

君

瓦
義・
玄

．

，

猶

父
弘

起

情・
老．
へ

・
之

し

婿
あ
す
画

中
F

朱
の

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

中

丸
「

9」、
又
・
之

情
L

の

．
之
」

防

重
．

也
レ

め

す
画
中
尺

も

朱

　
　
　

の

Φ

丸
、

o
・

あ

」．

ヲ
・

卜
瓦
ど

句

統
三
ど

菖

承
壌
f、

揉
砂
ば

妥
辛
）

　
　
　
　

　

　

　
〔

白

氏
文

薯
益
顔

舜
∫〔

丞

示
 

彦ワ
奉
鉾

石

割
蔭
）

　
　
こ

の

三

本
τ

は

割
住
・

又

字
の

見
せ

碕
ポ

k

第
小

或
と

用
。

る。
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（

耋

憲

篷
記

澄

毒
遷

　
　

　
　
　
　
え

晏
閉

噐
益

擲

騰
榎
（

．

よ
．

摂
」

薩
羣

書
）

　
　

　
　
　
　

　
　

（

石

塞
剛
双

疹
経

凛

験

蓼
季
解
釜

搾

継

琉
而

寡
瓣
也

（

・

苳
・

字
面

て
朱

筆

〜
・

施
軟

　
　

　
茄

傍
匹

ネ
芽
ド

て

　．
｝

入
」

と

書
く

）

　
　

　
　
　
　

　
　
（

漢
考
腸
雄
伝

天

麿
二

年
互

本
娼

行
）

脚
む．

ざ
刪

乾

勉
」

塗

査
（

、
’
・

．

縛
・

・

匿

未

孝．、
訓
旨隅

　
　

　
　
　

詩

　
　

　

董
不

竿
）

　
　

　
　
　

武

鼕
型
瑜

嚢
旗
遮
響

濠
鬚
丞

璽

茎

虜、

．

ム
L2

傍
書
す
る

も
の

輟
乙
・
・

吟

長
乃

礼

蔘．
・

止

却
自

肝
用

髣
老

　
　

　
　
　
　

　
　
（

新
訊

孝
厳
蔭
音
義
私
記

巻
上

）

　
王
土
个

合

恥
身
死
工

即
放
還
且

透
訪

行
而
丘

　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

盈
彳

蔘
裂
着

婁
上

季

爨
）

　

東
修

聖

魍
王

人

命
受

賜
（

0
と

併

用。

こ

の

例
訪

御
出
）

　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

知

恩
院

双
上

害
聖

徳
法
王

孝
説
）

・

　
　

　
こ

の

三

行
の

字
句

を
．

見
せ

消
亨

符
多
の

目
で

囲
、

　
　

　
み
、

更
ト

そ

の

中
斥

．

不
」

字
亀
’

ハ

笠
虎
ー

て

い

る
．

以

工

の

よ

う
な

諸
殺

α

形
態
が
あ
る。

三
、

訓
点
の

見
ゼ

消
事

符
考

前
節
で

は
、

屡
宅

・

漢
文

季
文
ド

召

・

て．

漢
字
・

字
句
と

訂

正
す

う

場
合
ド

つ

“

て

見
た

も
 

で

あ

る．

で

は
、

登
本

文
K

加
彡

ぎ
れ

た

訓

点
・

し

て

の

；
ト

ゑ
ヤ
恢
巧

き

消
去

す
る

場
合

如

何
な
る

孳
と

ど

誓
ー
に

用
p

る
・

で

あ
ろ

ー

か．

臼

ゑ
の

 …
本
で

は、

脈

洗
匚

・

・

て
均

葱
・

全

却
き

袋
す

ろ
こ

と

は

知
弓

れ

る

所
で

ゐ

ろ．

角
孝

窟
る

訓
烹

で

は、

字
面

ゼ
事
ー

な

ら
’4
い

こ

と

毛
あ
・

て
、

箆
の

よ

う
な

も
・

で

凹

み

き

　
こ

ノ

圧
・

墳
す

ー
が
あ

ろ
．

疹
似

笛
三

荏
、

胡
粉
で
曾
−

塗
抔

ー

汽

ウ
、

里
ユ

で

黒

く

塗
抹
ビ
た

ー、

或
い

11

擦
ー

消
ー
た

ー

す
る

こ

と

t
あ

る
．

、、

馨
対
し

て
．

尋
消
ち

埼
ラ
の

「

コ
ヤ

縦
旅

「

l
」

・

斜

線
っ

＼
」

を

用
W
ろ
方

式
志

あ

ろ
。

鈎
・

「

1
」

ば、

扱
巧
・

ん

屑

発
−

 、

ヲ

・

と

岳
杉

肩
に

施
ー

た

う
す
る．

　

ゆ
．

・

鉤
．

−
L

を

依

危
の

右

薦
に

施
ー

て
、

そ

め

弦
倉
き

消
去

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

刀
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オ
　

ゐ
ニ
む

の

参
夫
＆

講
り

孕
蔑
也

　

　

　

　

　

　
（

匂

氏

黍
尺

永
ρ

4
葱

養
三

糾

行
）

　

　、・
の

符
孑
F
つ

い

で

は

前
掲
の

よ

ー

に

太
田

次
男

氏
の

指

　

桷
が

あ
ろ
．

っ

啓
L

恥

詞
は

「

カ

・

ミ

タ

リ
」

が

適
）．

巷

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

う
　

　

　

　
と

　

埠
卩

榔

行
α

毳
角

桴
題
に

ぽ

．

李
火
ん

墨
厘

惑
也

」

　

　
と

あ

ろ
．

「

カ

ナ

シ

へ

，
」

ほ

誤
点
ヒ

見
ラ

κ、

そ

の
「

ナ

　

　
ン

ヘ

リ
」

の

右

肩
に

「

｛
ー

」

き

党
ー

て

消
云
し

て

い

る・
。

回
、

鉤
．

−
し

を

ヲ

フ

ト

点
F

施
（

て
、
、
、

於

き

壇
去

す
る
も

　

の

　

の

　
’

　
　

　

ヲ

　

　

ク

　

ぐ

ツ

審
7

人

心

、

毎

診
心
．

澪
孤
岬

常
．

　

　

　

　

　

　
（

匂

氏

豪
尺

永
解
彳
為

夲

靠
三

捌

行
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ラ
　
　

　
　
　
　
　も
　
　
　

ザ

キ

　

　
「

5
・

ヲ

・

ト

点
「

こ

と

 
を

」

ぽ

「

常
；
7

 

彳
（
と
・、
と

　

　
を

苦
フ

」

と

訓
ま

れ

う
・

と

を

示

す
が
、

・

の

「

・

9
」

「

　

　

き
の

ヲ

・

卜

蔦
F

・

コ
を

施
−

て
、

ミ

れ

を

消
去
ー

　

　
て

い

ろ。

の
、

鉤
「

1
」

を

恢
危
と

ヲ

・

ト

ゑ
と

・

丙

す
に

党
ー

て、

で

　

侭

そ

れ

−
漕
川

云
寸’
ゐ

も

の

光
−

烈
．．
．．
．

、

率

潔
ガ

．

灘
K

遇
．

　

　

カ
レ

ス
レ

ト
モ

　

　

　

　

　

　
（

曾

氏

文

募
天
永
ア

孝−
蔦
本

−

靠
四

31

打
）

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
混

　

　

　
．

之
」

の

石

屑
・

ヲ

フ

ト
焦

・

を

 
右

傍
の

以

有
レ

L

ば
、

　

　

　
・

怨
を

磨
5
と

訓
ま

れ
ゐ
こ

茎
示

す
が、

・

・

「

　

　

　
き

」

φ

；
ト

ゑ
と

仮
箔

『

レ

」

と

に

そ

れ

ぞ

れ

「

1
」

と

　

　

施
し

て
、

く

れ

を

装
ー

マ
い

る
．

即
右、

「

之
」

ば

不

読

　

　

と

な

ろ。

　
 

 

四

芸
に

こ

の

榔

仁

も
，

臼

氏
文

兼
天
丞
ロ

彳
羔
本
に

鳳

例

が

あ
る
。

そ

れ

づ

ド

了
て

は
．

太
田

次

男
氏
と

の

薯

考

筅

　

掲
し

一
∫

九

亥
ニ

ワ

∂

夏
き

参
魚
さ

腿
《
い
。

　
こ

れ

う

ば
、

望

誓
写
ア

ド

よ

う
捌

男

で

あ
る

ガ、

角
コ

館
ヤ
の

凹

み

で

つ

ー
L

の

見
せ

消
亥
を

墨
著
や

書
の

剤
風
に

施
ー

て
．

そ

訌

う
の

訓
風

を

消
去

ー
た

t
の

七

あ

る
。

〔
扱

后

を

消
去
ー

た

七
の

凵

　

　
无
’

り
a

廻
（

婁

書
赦

乃

そ
し

尽

角
筆
の

凹

み

で

．

コ
府
を

施

　

　

　
−

て
、

こ

れ

を

消
去

す
る
．

っ

コ
は

茎

書
も
あ

ー
）

　

　

　

　

　
　

　
（

汐

氏

紊
禾

雷
午
蔦
本
洛

多’ハ
〃

行
）

〔

老
ん
濕

を
消
Ψ
宏

L

た

毛
の

凵

　

　

　

　

と

強

願
矢

　
し

て
、

 
“

渇
　
〔

婁
妻

あ

雲
ぎ
角
拙

孝
の

凹

み

で
．

1
涛
を

施

・
・

承
き

消
去

す
る
．

屡
誇
・

、

」
は

な

し
）

　

　
（
臼

氏

文

票
入

永
哩
彳

鴬

杢

糞
三

廓

行
）

．
そ

（

晶
省
の

参

煮
・

羣
・

凹

み

で

・

コ

持
を

施

N 工工
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ー
て
、

、
・

れ
を

消
去

す
ゐ

。

墨
嗜
・

「

丿
は

な

ー
。

平

戸

　

　
　
烹
の

合

託
は

屡

秀
）

　

　
　
　

　
　
　
（

白
氏

文
隻

御

《
示
貿

孝−

葱

季
巻
茅
三

辮
厚
汀
）

［
ヲ

フ

ト

風
き
哨

用

去
ー

た

七
の
〕

　

威
り

7
（

朱
ヲ
・

亥
ぎ
を

夐
菁

掌
・

「

−
」

疔
・

て

　

　
　

消
着。
貿

孝

考
「

ヲ
」

右

あ

う
）

　

　
　
　

　
　
　

谷
氏

豪
禾
水
ワ

穿
点

夲
忍
矛
三

76

行
）

　

　
方
ー

だ
（

朱
ヲ

フ

L
「

丘
っ

を
」

を

角

孝
仍

凹

み

の

．

−
し

符
仁

て

　

　

消
玄
。

些

劣
「

−
」

も
あ
与

）

　

　
　
　

　
　
　

（

臼
氏
文

暮
禾
示
四

寺
臥−

本
巻

笋
三

周

打
）

　

ハ

劇
（

呆
・

子
魯
重
を

皇
畠
み

・

「

」
符
・

て

消

　

　
　
去
。

晏

塔
．

1L

も

あ

，
）

　

　
　
　

　
　
　
へ

臼
氏

豪
承
不
解

夸
点
杢

掻
矛
三

解

行
）

　
角

彳
角

凹

み

ド

よ

う

見
迄

噌

凋
ち

埼
考
ほ
．

原
尸

季
F

於
5
η

σ
れ

慮

泌
澱
欝

す

る
こ

と

が

雖
レ
い

。

従
フ

て
、

角
理
耳
巧

児
《

消
ラ

涛・

ゲ

だ

げ
で

あ
・

て

蚤
畫
・

峯
硝
ラ

寧
を

重
ね

考

姦
い

揚

倉

越．

韋
の

凹

み

の

旗
5
れ

て

い

な

い

写

真
や
，

右

躔
得
存
含
の

窟
象
で

は
．
・

島
消
法

ー

て

め

ろ

二
≦

見

参

｛
す
ー
く

と

に

な
ろ
の

で
ゐ

ろ。

淀
に
、

縦

線
．

1
し

ゃ

斜
繰

．

丶
L

は．

消
去

げ
ヤ

で
訓
払
に

直

接
仁

詑
ヶ
・

れ

ろ．

　
国
、

縦

線
．

ー
」

ヤ

斜
諏

．

丶
」

き

扱

彩

に

施
す
モ
の

　
　
　

　
　
ゑ
ゆ

ク

　
　

峨
デ

彎
鍔
（

・
ヒ

・
・

鉗
帖

．

毫

等
・

　
　
　

　
　
　

　
（

揚
守

敬
−o

學
好
門
記

岬

行
）

　
　
　

ミ

　
　

鶚
摺

罵

斜
、・

（
・

ス

マ

シ

ム
」

義
線

〜
堯
す

）

　
　
　

　
ヘ

セニノ
ム

ギ
ン
キ　

　
　
　

　
　
　

　
（

宅
佼

誕
入

餐
二 ，

蛋
初

期
点

謝

行
）

　
　

肉

掬

構
物
列
（

・

ソ

・

・

タ
」

藷
墾
−

L

・

施

す
）

　
　
　

　
　
　

　
（

紮
往

来
文
潜
ノ’
ヶ

丁
写

本
夘

行
）

　
　
　

　
　

ヱ
ゆ

　
　

　

ゐ

テ
ギ
サ

み
に

　
　

蕎．
非

騨
調

．

．

．
。

レ

ル
・

に

竣
「

丿
き

施

ご

　
　
　

　
　
　

　
（

金
X
文

庫
本
白

氏

素
寛
喜
二

午

窒
李
蒼
茅亠ハ
雛

行
）

　
嗣

、

斜
限

．

＼
」

を

戸
魚

ド

沌
す
も
の

　
　

属

峩
，

蛮
♪

剰
．

鐵

路
．

方
L

．

網」
・

子

螽
・

マ

簸
堅

　
　
　

「

＼
」

を

施
ー

て
、

こ

れ
を

消
去

す
る
）

　
　
　

　
　
　

　
（

書

箸、
選
あ

身
二

腔
玖

初
瑚
忽

訓

行
）

　
ω
、

斜
課

．

♪
を

ヲ

・

卜
互
K

施

す
毛

の

　
　
　

　
　ニ
フ

　
　　

　
　

余
手
・

贊

扉
訪
ス
「

習
。

ヲ

・

ト

互

「

π
・

ヒ
．

、

非
」

・

ヲ

　
　
　

・

ト

羔
・

左
・

斜
隸

「

＼
」

を

施
−

て、
・

れ
を

増
去

す
る

）（

響
）

　
　
　

　

モ

　
　
　

　
　

ナ

ス

ハ

　

　
　

　
　

コ

　
　
且

夫
・

任

上゜

躇
　

寛
丶

（

．

貢・
の

読
点
に

斜
線

．

、
し

を

彪
し

　
　
　

　
　
　

　
｛
ル

宇
又
ツ

ん

　
　
　

て．
　
こ

れ

を

疏
去

す
る

〕

（
瑯

行）

　
　
　

　
　
（

望
例、

考
峻

却

威
文

選

耋
ム

尻
政

初

期
ゑ
）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

乃
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以

上

角

よ

ラ

に

鯉
州

ド

t

見
せ

消
〜

埼
ナ
グ

凋
・

ら

蘇
て

“

0ろ

P
、

況
ゼ

消
ち

符・
3
叭

吋

憂

　

見
ゼ

消
5
符
苦
は

右

に

挙
ψ
た

よ

う
に
、

種
ぺ

の

形

態
の

も

の

が

禄

蛋
用
い

ら

れ
て

い

ろ
。

そ
の

茯、

用
・

実
態
と

見
ろ

と
、

賓
料

？
ろ

養
ヤ

時
パ
に

よ

る

差
グ

窺
わ

れ
そ

ー
で

あ

ろ
．

た

だ
．

訓
旨

蓄
糾
と

盗

壱
調
蚕

身
・

な

・

上

ド
．

訓
烹

賓
料
以

外
・

批

の

丈

献

蹄
の 、

記

録
文
や

平
揉
わ

文
ヤ

済
疚
乃

文

考
ド

お

け
る

ナ

分
な

調
委
が

出

乎
て
い

な
い

の

で
．

確
定
的
な
、、
と

は
亠・
・

之

な

・

．

又
、

お

依
尼

ヤ

踊
亨
・

選
焦

こ
う

漢
文
・

訓
三

の

沿

革
F

見
出
了
丶

帖
た

茨

匿
の

原
μ

理

グ，
一
児
ゼ

消
ラ

の

持
号
F

亡

同
レ

ウ
で

伽
“

た

が

ギ
ブ

が

毛

提
投

鯖
で

は

定
か

で

な

い

。

そ
、・

で，

今
工

で

に

取
上

『
た

者
貿

料
『

角

紀
囲
で

気
プ
い

た
ナ

す

柄
き
疹

−

φ
て

竭

く
。

日 ，

児
ゼ

消
5
持
テ
ば
．

草
禍
李
τ

あ
る

が

浄
劣
夲
で

あ

う

が

と

い

う、

劣
写
ム

・

ぺ

挙
F
』

・

て，

そ
の

俣
用

そ
も

稗
類
9
男
な

ぞ
釆
互

刎
え

倭
、

祝
ラ
・

．

∩
）
」

で

囲
む

方

式

婆
義
翆

昆
較
的

良
・

用
・

ー
れ

ろ。

・
・

轌
仁

草
て
．

堂
看

李

胃
佑

」
軟
餬
に

目
立

彡

難
く

斈
画
の

♪
い

．

・

」

が

良
く

用
い

ら

れ
る
。

　

《、

訓

魯
峯
石

各
考
と

用
・

ろ

場

含
は
，

漢
文
・

墨
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

翊

の

字
面
上

に
、

記

ラ
の

「

ρ

著
ヤ

斈
に

基
く

っ

’

著
を

直

接

に

書
入
れ

ろ
・

と

t
ナ
ー

μ
な

・

．

−

τ
、

時
代
・

瞬
る
と
、
、

の

方

貳
ぽ

ウ’
く

な

る

圏 ．
一

文

献
め

中
で
も

諸
種
・

児
七

消
互
拘
♂
ガ

便
わ

れ
う

も
の

が

め
る
。

例
え
踏
，

新
訳

毛
徽
綾
者

豢
記
で

は
、

記
テ
の

．

、

・

、

「
・

文
々

｛
基
ー

』
」

が

用
い

弓
れ
，

々
弓

瑚
・

仗
い

令

グ
ほ

見

難
・

．

箕
聖
祥
産

葵
彦
西

瑟
蓑
卑
ナ

季
安
中

期
5

示
τ

は

訓
三
と

司
じ

善
で

漠
丈
・

婁

名
・

客
き

訂
正

す
る

所
ブ

彡
い

重
ね

耆
・

塗

抹
も

あ

る
ガ、

児
せ

疏
シ

持
号
も
、

訌
多
っ

「

。
・

「

ー
」

．

＼
L

ヤ

δ
 
リ
L

Σ

字
面
上

に

直

棲
に

施
−

て

・

ろ．

そ

れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　

う
“

閥
の

便
い

禽
見

難
u

．

臼

氏
文

茅
天

永
四

午
ゑ

本
F
は
、

記

ラ
の

「

ρ
、

圏
三
の

肇
、

「
：

」「
♂
、

「

」

L

デ
L

「

♪
『

」
「

ど

や

文

字
の

「

止
」

グ
あ

ろ
。

そ
れ
ら
F

了
マ

は

木

田

次

男
氏
・

萄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
ヌ

ヨ
　
　
　も

摘
、

ザ

あ
ろ
，

朱

宅
・

婁

書
・

場
合
で

差
黒
毛

あ

ウ、

又
、

「

、

・

、

♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

エ
　

『
」

」

の

よ

ー
に

多
く

用
い

5
μ
る

毛
・

と、

「
丶

」

ヤ
。

止

渇
〜

ー
仁

一

例
か

つ

乙

が

用
い

う

れ

な

い

も

つ

も

あ
ゐ

た

だ
、

時
代
・

全

停

 
傾
旬
と

ー

て

は
、

時
κ
ザ

降

ゑ
洋

い

一

又

秋
漁

中
で

刑
“

る

見
℃

消
ち
の

種
瀬
ー−

敦
が

覆
な
・

て

行
く

，

怯。、

記

テ
・

．

、

L

に．

漂
霧
・

詞
点

凌
料
仁

良
く

用
い

う

れ
る

，
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−

ガ

し
、

鎌
倉
時
代
に

な

る

と

漂
籍
・

訓
ゑ

饗
肴
で

孟

殆
と

用

い

p
り

れ

 

く
な
ろσ，

砌、

児
埜

消
ぢ

紆
テ
を

ム

形

態
ご

ど

仁
、

々
の

轄
的
推
秒
バ

つ

ぞ
見
ゐ

と
、

ω

呑

時
代
を

通
じ

て

用
い

ー
れ
て

“

る

t
の
、

回

平

安

初
・

中
刈
の

よ

ー

な
比

韓
的
・

方
い

時
 
に

用
い，
〉

れ
た

も

の、

が

あ

る
。

　
ω

み

崎、
代
を

逓
じ

て

用
い・
〉

苒

ヱ
る

も
の

に

は
、

記

テ
の

「

・

」

．

ご

が

あ

夕、

丈

亨
で

ば

、

許
が

あ
る．

回

斗

安

初
・

中

期
の

よ
・
）

な
比

鮫
的
に

方
い

時
代
に

用
い

・
）

い

た

七
の

ド

は
、

記

多
の

．

∩
口

凵
「

で

囲
う

も

の

、

単
烹

、

ご

ガ
あ

ウ、
　
・
又

す
に

其
 

く

「

A
」

も

そ
の

傾
向
に

あ

る

ヴ
。

　
こ

れ
を

大

観
す
札

ぽ
、

見
ゼ

消
ち

持
テ
は、

形

態
の

上

τ

見
る

と
，

右

く

は

諸

種
・

も

の

が

用

写
幹
て

・

た

が
、

詩
代
が

降
る

に

蹄
・

、

誘
捜
親
が

タ
ー
な

ー、

鐘
催

時
代
F

は、

見
ゼ

酒
・

特
吊
と

・

う

意

識
で

用
・

る

志
の

と

し

て

は
、

記

テ
で

は

．

「

峯
で

は

．

止

・

．

ヒ

・

が

無
的
仁

な

る

傾
句
が

め
ゐ．

鈎 、

児
せ

消
ぢ

持
多
を

書
込
む

位

置
・

つ

・

て

見
ろ

と
、

漢
文
の

屡
耆
・

字
面
上

に

施

す
方

式
と
、

婁
考
・

凍
字
の

傍
ド

施
す
す ．
式

ヒ

が

あ

ろ．

漢
字
・

痔
に

施
ず
才

穴

陰、
右

磅
F

昶

ず
仕

才
ど

彦

傍

藷
す

努
・

グ

あ
ろ
．

平
宴

初
・

字
調
な

ど

の

古

詩
代

ド

は、

そ

ら

位

置
は

右

傍
ド

t
友

傍
窓

施
さ

肌

て

・

て
、

凋
淀
し

て

い

な

ぢ

た

が、

時
代
ガ

降
ろ

ド

群
・

て，

次

筈
ド

左

傍
β

偽

ろ

傾
甸
グ

強
く
な

ろ
。

恰
毛，

逮

点
を

施

す

艮
、

平

安

鰯
・

は

題

汐
幽

が

孤
御

乃

と

表
弔

分
化

で

芸

に
．
b
ビ

と

必・
塩
獸
¢

牀

た
た

助

k
右

仔
F

も

左

傍
厂

も
加

点
ヴ
・

虞

て
一

徒
ー

マ

い

な
か
ア

亥

が
、

粛
代

ザ

酢
る

に

群
い

、

依
珍

ガ
文

す
・

−

マ

匐

覚
・

λ
、

符
ラ
と

ー

て

の

遂

焦
と

渥

潤
ー

て

奮

毋
・

以

ろ
よ・
）

仁

な
・

て
．

扱
尨
ば

石

傍

に

言
か

嵌
，

返
燕
は

友

傍
の
、

ー

か

も

後
に

ば

嚢
字
の

左

下
に

位

置
ヅ

易
え・
》
碁

る

縁
言
・

上
豚

通
ヂ
ろ

所
が

あ
る

よ
・
り

で

あ

る
．

一

オ
、

訂
正

ー

旻
字
を

宅
入

戚

る

拉

置

珍
傍
が

著
通
で

あ
る

が

ら
、

勢
・

晃
ぜ

消
弖

持
う
・

す

浸

友

拷
ド

施
す
と

い

う

考
・・

チ

急
握
が

働

ー
・

t
秀
え

う

れ、

崎
代
が

昨
て

も
右

傍
・

訂

正

3
う

茎
笠
の

書・
入

小
の

な
い

場
合
に

ば．

見
ゼ

消
ぢ・

符
ラ
を

右

傍
、

施
す
、・
と

も

有
り

待
」
、
）

が、

斗

安

初・

中
瑚

に

は
、

訂
正

ー

た

季
も

児
｛

消
1
拊
子
も

去
に

わ

樗
直
施

・

・

敢

る

例
が

シ
く

ほ

、

い

か

う、

児
ゼ

消
ち

堕
ー
ゐ

位

後
が

友

傍
κ

蛎
る

傾
句
ガ

後

世

に

生

歩
る

の

越、

返

点
が

符
ラ
と

意

軍
八
マ

左

傍

幾
看
す

う

に

至
フ

た
、

⊇
の

影
響
が

あ
．

な

グ

t
矩
れ

な
・

。

玖
、

再
生

の

す

玖

　

　

　

　
」

方
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一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

（

度
鳳

消
去

た
字

 、
再

覆
活
・・
せ

る
、

；
を
．

再

茎

・
’

吁
准

ー
に

す
る．

再
生

薯
沃
F

は．

今
日

び

も

杖
正

崎
等

に

わ
い

て
、

．

イ
ヤ
L
と

耆
加

え

る
、・

と

が

行
わ

れ
マ

い

る
。

・
・

れ

と

司
じ
す
法

グ

溯
・

て

童
蒔
代
や

鋳
妙
時
κ
ド

毛

用
い

う

れ

て

い

ろ
。

当

該
字
り
・

蛋
し

の

字
き

書
加
・
疋

る

す

痃
τ

あ
ろ
．

　

平
安
初
潮
劣
げ
の

東
「

穿
諷

鶉
F

次
の

よ、
ー
尽

あ

る
。

　

　
何
故

齋
企
み

竃
然

廴
輔
厚

觀
纖

オ

ぜ
著

熟
釈門

垂
幾

　

　

轟
翼
生

木

穿
成

（

併

漉
行
）

　

　

9
由

馨
士

の

案
守

調

誓
渦
の

國
語

浮
的

僧
九
3
の

．尸

蔓
壌

　

　

　
「

．
生

」

の

宀

ナ
あ

り．

林
消
ゼ

虜
の

者
灯

」

ど

注
亠

56
り、
れ

ろ
）

・・
の

ム

行
・

宇
勺
k

縦
界
を

艶

み
、

消
去

し

た

が、

「

玩
雀
生

禾

脱
二

界・
囹．
是
双
」

の

ナ
’
凌
ブ

匂
ぽ

再
星
つ

る
こ

と

を

ぷ
す

ち
K
、

右

一

瘡
仁

．

−
L

を

楙円
ル
ワ、

こ

の

冲

ナ

句
角

右

修
ド

「

生
』

晒

字
き
施
む

て

q

ろ
．

　

又
、

書

爨
ρ

分

黛
義
の

警
聖
数
ば．

平
安
中

澗
っ

学

僧
夛

山

守
の

内
伏

彦
祢
（

八

穿
ー

殳
廴

）

の

筆
蹟
で

あ

る
こ

と

が
、

廉
ゐ
外

鬱
び

よ
・

て

揃

碕
さ
＾
た

t
の

τ

あ
ろ

へ

古

辞
書
意
我

痿
二

港
、

ロ

今

律

姦
） ．

そ

角

げ
仁

次
 

例
グ

ゐ

ろ
。

　

　

　
　

　
　

幽

　
　

鏐
　
　
　
　

鮒

　

　

復
作

是
願

婁
衆
生

昌
若

稀
我

β

圏
生

　

　

ま

　

園
皆

碍
死

離
二

切
訊
貯

怖

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
以

　
　

　

　
　

唯
倉
仏
・

衆

　
　

鐸
迦

含

鰯
ギ
脈

嬲

薯
の

例．
は
、

　
．

令
し

「

芳
倉
」

、

若

児

穿
つ
」

、

警
」

恥

字
句
き

h

度
は、

何

凡
｛

璃

凋
ち

符
夛
の

．

OL
で

蒲
去
乙

た
グ、
・
て

め

傍
κ

「

生
」

｝
旋
−

て，

再
生

苦
・

と

き

示
i
マ
・

る
，

後
者
・

例
も、

『
三

昧
」

を

難
で

消
去
1

た

が
、

そ
φ

傍
に

「

生
」

を

施
し

て
、

再
生

す
る
こ

と

を

示
ー

マ

い

る
．

「

峠
−

」

に

も
．

生
L

ガ

施
¶

れ
マ

い

ろ・。吟

ぞ
、

九

齢
杢
丈、

馨
竿
二

す
・

承

蜜
戸

午
（

妻
）

に

安
紀

宗

拓
ガ

管
拾

粁

家
添

最
て

ぼ
T
た

本
・

も
、

次
の

よ

ー
に

「

珪
エ

」

宀
ガ

田
川¶
い

・
ウ

れ
一
（

G

ユ
7
。

　
　

爵
力

慨．

景
−

灸

鴨

実
ー．

　

（

、
、

L

．
峯

・ ．
四

字
不

讚
之
・

は

耋

　
　

　

　
　

　
壑

　

　
瞥

　

塩

　

ぐ

生

四

ケ
子

護
之

．

景
宗

岬
主

」

の

仰

字
ほ ．
せ

ホ

ゑ

れ
の

左

傍
に

善
で

．

こ
の

児
セ

済
ち

符

蓄
年
凸

篠
蓼
義
た

が
、

周

仁
誉
青
「

生

 
施
し

て

再
生
さ

糺

ゐ
、・
と

乏
・
千

ー

て

い

る
。

　
一

方
、

古

大

考
で

七
こ

の

再
星
の
方
ヰ
ハ

が
用
旧

い
・
ウ

れ
た

挈
、

千
・

和

到
民
が

萩

で
歙
て

い

る
へ

、

Ψ
せ
・

・

杖
正
・

詩
テ
・

嫌

診
逶
文

月
報
21
、

膨

和
五

ず

ぐ

孝

す

月
）

．

安
元

元

洋
（

ニ
セ

ゑ
）

二
月
ー

へ

日

の

東
夫

守’
三

姻

ギ
解
「

妊
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腫
下

　

　
壷
呼

行
大
張

季

響
挨
才

　

　

　

　

　

　

生

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま
　

　

　

尋
甚

枢

需

髫
庄
下

η

郡
司
俊
す

葛
也

・

あ
る

も
の

で

あ
る
．

薯

上
度
ば

萌
去

亭
琳

た
「

郡
ヨ
が

舟
−

す
ろ

毛

の

で
あ

ろ
こ

ど

き

示
ー

マ

。

る．

、
丶

・

乳
ク

再

告
す

法
ガ

め
・

た
・

・

を

労

慮
す
る

な
う

躍、

訓
烹

賓
料
の

解

説
ド

お

・

て
、

従
米
口

訓
払

竺

穂
・

秀
之
ら

れ

マ

6

た

も

の

が

児
《

済
ぢ
巧

再
生

き

示
す
匁
字
で

ゐ
・

た
と

い

〉

』

ー
な
・

と

グ
あ

ゐ

か

も
知
れ

な
・

．

例
え

降

知

恩
院

葵
彦

二

簍
焚
法

師
表
啓

乎
 

初
期
意
ド

お

・

て
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
お

癒
廃

．

鰹
、

鋭
森

欝
穐

鋲
磯
括

出
声

勘
、

綴
¢

衡

罷
之

肌
（

痔
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　髄
　

　

＝

酒プ

の

．

猶

あ
右

傍
に

．

活
」

と

あ

る

角

が

顳
み

ー

れ
ろ
．

、

満
11
「
揃

し

・

訓
ゑ

ー
て

に

字
者

・

も

和

訓
と

七

見
難
い
．

蒸
考
侮

群
士

・

訓
読

又
の

註
（

訓
上

諺
と

訓
彑

璽
ρ

暫
38

頁
）

で

は
、

「

括
、

ノ
　
　

　
　

モ
ロ

性
−

猶、．
，

す
る
乞

・

は
．

性
、

透

す
る

邑
」

と

よ

み
．

「

一

 
〆
は

及

読

置時
、

、

耗」
ほ

不

読
か
．

．

猶
び

は

．

な
ほ

し
L

と
亠

到
レ

て

次
に

続
く
か

。

．

猶
」
の

左
は

」
」

を

璃
し

亡、

る

プ．
」

・

さ

れ
ろ
。

或
い

は
、

「

揃」

の

左

傍
の

遂
互

「

一
」

を

消
¶

L

た

（

そ

の

、・
と

は

同
時
に

「

猶
」

り

ヲ
コ

ト

魚
−

ず
る

き
丸

も

消
云
ー

六

・

と

ト

な

る
）

t
の

を
、

右

傍
に

「

活
（

イ

キ
）

 
旋
ー

で

再
生

す

ろ
・

ー

き

示
ー

た

も
の

と

も

考
え

5
晒

ろ
。

珮
字
が
．
生
」

で

な

く

・

活
・

τ

あ

ろ

烹

ザ

異
な

否

が、

刻
ピ

ー

て

は
、

薯

仁

．
イ
キ

」

で

め

る
．

但

し
、

そ
ら

場
合
、

「

惟
」

字
の

返
長
と

ヲ

フ

ト

芝
と

グ

請
去
さ
れ

て

い

な

い

点
仁

疑
グ

残
る

の

で

あ

ろ

ブ、

再
生

の

す

法
と

ー

て

一

考
の

余
地

に

弟
ろ

）
。

六
、

．

見
・

ヶ

チ
」

・

語
・

っ

・

て

　
．

児
包

ヶ

チ
・

と

い

う

詔
は、

銘
倉
中

期
の

古

亨

本
の

穿
ド

既

F

用
h

弓

収

て

い

る
。

あ
山

寺

旋
誘
法
（

埠
ロ

韋
丁
六

函
へ

七

テ
）

一

通
ほ
、

餅
倉
ギ

期
の

害
写
で
．

継
紙
（

後
欠

と
刃

像
魯

交
ー

又
を

含
む

文
巻
丁．
が

記
さ

れ

て

い

る
，

縦
・

£
，

切

糎
、

横
岬

弘
・

。

糎
の

一

低

で

あ

る
．

そ

の

文
ム

置
、

　

　

　

　
如

意
倫
法

　

　
｛

印．

有
四

運
之

習一

普
通
ノ（

種

窄
一

セ

κ

始
ま

る

全

丁
三

行
で，

　

　
一

三

广

搴
寶
生

専

龜
是

．

見
せ

ヶ

チ
・

注
也

　

　

　

匐

衣

法−

ま
で

で

あ

ー，

こ

の

後
が

須
伏
ー

て

い

ろ
。

：
に

「

児
セ

ケ

チ
」

 

語

が

疾
わ

れ

て

お

ー、

古

例
と

ー

て

注

目
さ
れ

る

の

で

あ

ろ
。
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